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Ⅰ．はじめに 
 OECD 主導のもと 1997 年から 2003 年にかけて
行われた，DeCeCo（コンピテンシーの定義と選択：
その理論的・概念的基礎，Definition & Selection of 













力という 3 つのキ ・ーコンピテンシーが示された［文
部科学省 2006］。 
 また，この DeCeCo プロジェクトが開始される前


































































































次の 3 つである。 



















































































 最後の第 3 の特性は，「発話が当の話者（発話の作
者）と，言語コミュニケーションの他の参加者とに
たいしてもつ関係」である［バフチン 1979/1988：


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































［Wertsch & Toma 1995：169］。この場合，今回の
事例におけるマッチャンのように，他者の考えを意
味構成の発生源，いわば「思考装置」としている
［Wertsch & Toma 1995：169］。 
 また，Wertsch & Toma はこの場面におけるマッ
チャンの発話（(3)，(5)）が「間接話法」であること




らへ行きますよ！（I will be there !）」を報告される
発話だとすると，「直接話法」では「『私がそちらへ
行きますよ！』と彼は言った。（He said, “I will be 
there !”）」と報告され，「間接話法」では「ここに来
る と 彼 は 興 奮 し て 言 っ た 。（ He said 









































































































































りの一部を表 3 に示す。 
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